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1自由124￥5.~ 18 a.at 3 Ï'nff>使ぬ認可ー天文月 ~U第46:在京lO\fitß[i!Ï.j(・昭如2時:~9 月 20 日霊行

日本天文事合昭和28年秋季年曾ー・

プーログラム

-~. ~ -、

日時 昭和 28年 10月 16日(金)， 17日(土〉

場所 京都市左京区北白JII 京大宇宙物理翠教室

10 月 16 日(金〉午前 9時より第 1日

【午前の部】

、
' 

1.長谷川一郎(問上天文京):春分話羽IUEについて } 

2. ;fJ~ii女重火事伊奈反之. }IJ ~iニ説ー(京大， :Q，1) :部分日食のお員i亡正る月のプロアィル、

3. 古川蹴-m~(京大・盟)-: 1953 a Mrkos-Honda華星の軌道について

4.守永晃(水路部):掩蔽計算.の一つの方法

5. 守永晃・大JK~直明 (lJ\ß各部) :具常大気謹(IID 
6.安日l存地 .}Ji{詩児(京京天文京):子午王喪主内の温度分布と室内屈折について

7.地HH故郎(枠皮相l訊IJr;Jf):主主HI1傾斜と梓l支部1測結果との闘係 .~~2 報

8.弓 溢( " • ) :浮俳天国儀・水銀槽内陀島廿る水銀温度の不持について

9. 杭äíS~芸美( " ) :夫前儀による鉾皮翻il!1J1iI在の系統的誤差について (l!I)

:1O. ri::j木1f[~(( • 1/ ) :且のj脱位置計算花島ける注意(JlI)

1:L.み:l)JI 力( y ) :持主主主主化広島ける星のJf三週ifJ¥!差について

12. 服部忠彦( • 11 ) : Greenwich ;toよび ¥VashingtonのZ頃について

【午後む部】

政(大l反工業試!1iß~}fr) :大型研磨機の試作にヲいて

p ・ :色泊メニスカス .vュミ y .1、について 第 2報

小林義正(京大・理):千像色泊型シュミ y トカ示ラの試作

上IH 組i-石版位 .i会成政(生駒山太陽観測所):天&;泣度計による二三の測定

について

17.三谷村niC{E山天文盃):星野応民にゐげる71¥銀土佐J事の殻果

18.奴品2JZ芋・(京京天文民): 7J(IIM寺計比較用ビート・カウングーについて

-19. 似品;豆孝・訓1ft主義名・松木i字逸(JRh(Jく文京): ;;]\F\~II詰十比較月j連続比較装置について

F0.LEjさ_iE久・吉成l[ヲJ-持地 l手( 11 .)  :光電子午儀について

21. J.}f){iE久・深谷力之助(京京天文京): P Z Tの精度

22. .11~Çj叫文司(本京天文民) :日本￠持j{i'i凶捺(I~不一設について

a. .1/  :m去時と分子紘との比較について

24. E:/;l日 j(f甫Olz京天文民):慌運到の諸佐賀にワいて

25. i:'~jよ疋:)((f;l;~皮lJ提言IUJW) :議2:~ .立a!)Jの現;;aきについて

26. 大協出Clij] C;;J¥ll¥刊H): feH唱するufd故J;kについて

27. 三llf木{汗f.rjJ(京大寸U): ;111封11:三月:ìfYI~ 挽'Ï~j1IMÍj庄の運lJì1Jについてーは〕

28. -rl.j:{I:dj秀(京京天文京): t]、話庄の安;右近到í;J'í~読について

29. i~';ji~!J1;士志rll~( fI ):  lillHLζのゴ)ml勺にあるた!iN:系の安定につv、て
30. 主Hl~.íIJ;m 111 (-4[北北':f!V: シ ι{ ラ ~Øll.予定をさ換について

31.鏑木jJ}I[C![(}!t大・翌日):銀河系の大きさについて

13. )IJ'L 
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【怒親含】 第 1ELi創出悠了後

第 2日 ]0月 17 日〈土)午前日 11寺より

【午前の部】

32. illH民唯夫・前ノ1](_Uj)(点;Jt天文京):予定!按l亡:台けるタリウムランプを戸IJいた息詰llj北出む-

c.，_ 
)J 

について ・ ， 目 5

33. 長津進午・政則詩夕、( " ) :暗殺のj山容!Ili:I江主の謎f七について 5 

3，1.山本一倍(fll上天文京):太防l出現段の不法t.Hff:について

35.上HI 桜・ 3白井政三・花I;'{d敬Ds(生駒山木抑制部ij所):段々の黒勃タイプとコロナ5303λ

総の弘皮との関係 10 

36.上[11 諮・堀井政三 .i却費 日Y，( ι ) :コロナ持続 5694A について 10 

37. 首i倉詮地(大阪市大)::太防屯波よ D 見た太陽大去~{féfのむこ{-t的支ゐよび芯11主の分布fjfこっ

いて

38. i可鰭公昭(京大・理):太陽電'波と R~~黒占の関係

10 

7 

39.土屋 惇(末京天文京): 1\1agneto~Ionic tquation ;亡忌(-jるゴj暗紅r/!Xfiの忠弘について 10 

40.古畑E秋・聞鍋f民主(東京天文京):近接会主主主の apsidalmotIonについて 10 

41.北村五完Ij(京京天文芸D: j[[.Jを濯互の反射企必~~がfrhtに:b'よぽす影響について 10 

42.藤田良茸民京大・理): C~~~& WZ Cas， U Cyg， U Hya， RY Dra， V Agl のスベ

クトルの比較研先 cm1報) ro 
43.高窪幹粥(京北大・理):星間物ftのifj長について 7 

44，婿蕗泣三郎(京大・理): if:j出塁のモデル大:誌について([) 10 

45.上野手夫( 庁 ) :高ii;i星モデ‘Jレ大気の千均蓮結収牧係数去について 10 

46. 宮本正太郎く が い太陽のライマン・アノレアプ総にヲいて 10 

47.高村福太郎(京京思惑大):恒星内部の元来分布について ー・ 7

【午後の部】

またのこつのシンポジアムが平行に聞かれます

恒星天文章シンポジアム

1.高瀬二文浩二自民東京天文，京):統計天文字・についての段近の諸問題

2-.石間五郎(京大・理)蓮星系の統計について

太陽スベクトJレの研究綜合委員曹三/ンポシアム

1. JJI日一部(京太・迎):太陽室外スベクトルと彩15のnu題
2.松島 訓(京大・理〉他:カルツ{ム日食に於ける閃光スペクトルの税邸時{告

一一服部昭代読

但し，材料未着の嬰-合Kは三たの詩演に替える.

J 上野秀夫0(京大・理):太陽-人古互に於けるaiLi布
3.河鰭公I自(京大・理):太陽耐現J("と磁場・

炉

、. 




